
第741号
昭和39年3月13日第三種郵便物認可第10号（毎月1日発行・定価一部10円会費に含む）
●発行日―令和元年10月１日
●発行所―　一般　

社団法人北海道手をつなぐ育成会
〒060-0002　札幌市中央区
北2条西7丁目かでる2・7（4Ｆ）
電　話　011-251-0855
ＦＡＸ　011-251-0804
Ｅメール　doikusei@air.ocn.ne.jp

●発行人―佐藤春光
印刷所　㈱北海道機関紙印刷所

ホームページ　http://hokkaido-ikuseikai.com手をつなぐ育成会げっぽう10月号1

　
理
事
25
名
中
、22
名
、

監
事
３
名
中
、
２
名
の

出
席
を
い
た
だ
き
、
第

３
回
理
事
会
が
道
民
活

動
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
議
案
と
審
議
の
結
果

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
な
お
、
冒
頭
、
佐
藤

会
長
か
ら
「
全
道
大
会
名
寄
大
会
に
つ
い

て
、
道
北
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
も
の
と
も
せ

ず
、
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
、

内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
行
政
、

福
祉
関
係
者
と
の
綿
密
な
連
携
、
大
学
施
設

を
大
会
会
場
に
し
た
こ
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

の
内
容
に
厚
み
を
加
え
た
こ
と
等
『
名
寄
心

と
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
』
と
支
援
を
い
た
だ

い
た
多
く
の
方
々
へ
、
そ
の
新
た
な
試
み
に

拍
手
し
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
。
ま
た
、
全

道
的
な
支
援
の
も
と
で
成
し
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
改
め
て
、
各
理
事
に
感
謝
を
述
べ
た

い
。」
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

《
協
議
事
項
「
育
成
会
活
動
の
活
性
化
」》

○�「
活
性
化
対
策
委
員
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
事
務

局
長
　
合
同
会
議
」
の
議
論
を
踏
ま
え
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
再
確
認
し
ま

し
た
。そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
踏
み
出
そ

う
！
」
で
す
。

＊
道
内
全
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
で

①�

体
制
の
整
備
と
強
化
を
め
ざ
し
、
必
要
な
会
議

や
、
打
ち
合
わ
せ
を
設
定
、
実
施
し
よ
う
。

②�

合
理
的
配
慮
、
障
が
い
理
解
、
啓
発
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
の
結
成
と
、活
用
の
広
が
り
を
め
ざ
そ
う
。

③�

育
成
会
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
、
地
域
の
方
々

と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
、
完
売
を
め
ざ
そ
う
。

《
報
告
事
項
「
各
種
事
業
・
取
り
組
み
」》

○�「
名
寄
大
会
の
終
了
報
告
」
が
広
瀬
理
事

（
上
川
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
絡
協

議
会
　
会
長
）
よ
り
な
さ
れ
、大
会
総
括
、

収
支
決
算
に
つ
い
て
拍
手
で
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

○�「
北
見
大
会
の
進
捗
状
況
」
は
遠
藤
理
事

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
局
長
）
よ
り
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

数
名
の
理
事
よ
り
期
日

や
、
日
程
に
つ
い
て
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
内
容
を
現
地

に
伝
え
る
こ
と
と
、
そ

の
後
の
対
応
に
つ
い

て
、
三
役
に
一
任
さ
れ
ま
し
た
。

○�「
令
和
元
年
度
、道
育
成
会
特
別
研
修
会
」

の
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
期
日
：
10
月
31
日
㈭

　
会
場
：
函
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
演
題
：�「
意
思
決
定
支
援
の
基
底
に
な
る

こ
と
」

　
講
師
：�

村
上
実
氏
（
山
形
県
社
会
福
祉
法

人
愛
泉
会
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
月
の
ひ
か
り
」管
理
者
）
に
よ
る

講
演
会
で
す
。
後
日
、
各
地
区
育

成
会
へ
も
ご
案
内
と
チ
ラ
シ
を
お

届
け
し
ま
す
。

○「
第
13
回
本
人
の
会
全
道
交
流
会
in
日
高
」

　
本
人
達
を
中
心
に
し
た
「
実
行
委
員
会
」

を
組
織
し
、
９
月
29
日
㈰
に
向
け
、
準
備
を

進
め
る
支
援
者
の
一
人
、竹
田
理
事
か
ら「
参

加
希
望
者
が
１
０
０
名
を
超
え
、
う
れ
し
い

悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
」
と
の
お
礼
と
、
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

（
９
月
９
日
）

「
第
３
回 

理
事
会
」報
告

大会参加者総数（延べ人数）1588名
・分科会参加者総数657名
　＊内訳　会員336名、本人321名
　　　　　�（思い出観光119名、チャ

レンジド49名を含む）
・懇親会354名
・記念講演450名
・アトラクション127名
・ボランティア133名
　＊内訳　�市、大学職員・支援学校、

支援学級教職員・民生委
員児童委員・社会福祉協
議会等、福祉関係者

今
、仲
間
と
共
に
、そ
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！

全
道
で
集
中
し
て
取
り
組
む
３
課
題
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今
号
で
は
全
道
大
会
名
寄
大
会
、
Ａ
～
Ｅ
分

科
会
に
お
け
る
基
調
報
告
や
、
討
議
の
様
子
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　
な
お
、
準
備
段
階
か
ら
お
世
話
を
い
た
だ
い

た
、５
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
様
に
は
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
公
私
に
わ
た
っ
て
ご
多

用
の
中
、
本
会
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ
分
科
会
報
告
『
発
達・教
育
』

「
木
を
見
て
、
森
も
見
る
」

充
実
の
基
調
報
告
と
討
論

　
午
前
は
、
名
寄
市
立
大
学
の
教
授
、
安
永
啓
司
氏

か
ら
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
特
別
支
援
教
育
　

～
木
を
見
て
森
も
見
る
～
」
と
の
テ
ー
マ
で
基
調
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
特
別
支
援
教
育
及
び

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
概
念
と
関
係
性
の
説
明
、

新
小
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
児
童
生
徒

の
困
難
さ
に
応
じ
た
指
導
内
容
や
指
導
方
法
、
教
育

に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
考
え
方
、
実
践
場
面
に
お

け
る
支
援
方
法
の
提
案
等
で
あ
り
、
今
後
の
教
育
を

考
え
る
上
で
大
変
参
考
と

な
る
も
の
で
し
た
。

　
午
後
は
、
３
名
の
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
か
ら
実
践
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、

名
寄
市
立
名
寄
南
小
学
校

の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
中
島
雅
人

氏
か
ら
は
、
勤
務
校
の
校

内
支
援
体
制
や
関
係
機
関

と
の
連
携
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。特
に
、

児
童
の
実
態
に
応
じ
て
通

常
の
学
級
、
通
級
指
導
教

室
、
特
別
支
援
学
級
の
各

教
師
が
連
携
を
図
っ
て
い

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
次
に
、
北
海
道
旭
川

高
等
支
援
学
校
の
教
頭
、

宮
田
樹
哉
氏
か
ら
は
、
勤

務
校
の
概
要
や
教
育
課

程
、
進
路
指
導
の
取
組
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
か

ら
の
引
継
ぎ
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
中
学
校
と
の
意

見
交
換
会
は
成
果
が
見
ら
れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
最
後
に
、
札
幌
ポ
プ
ラ
会
の
会
長
、
松
岡
円
氏

か
ら
は
、
ご
自
身
の
体
験
を
基
に
し
な
が
ら
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
障
害
受
容
と
家
族
支
援
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
余
暇
支
援
の

重
要
性
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
討
議
で
は
、
保
護
者
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
小
学
校
入
学
前
か
ら
高
等
学
校
・
高
等
部

卒
業
後
ま
で
一
貫
し
た
指
導
や
支
援
を
行
う
た
め
に

必
要
な
『
個
別
の
教
育
支
援
計
画
』
や
『
個
別
の
指

導
計
画
』に
関
し
て
、引
継
ぎ
や
作
成
・
活
用
の
現
状
、

本
人
の
参
画
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
、
フ
ロ
ア
ー
と
の
質
疑
応
答
も
活

発
で
あ
り
、
充
実
し
た
分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
名
寄
市
立
大
学
保
健
福
祉
学
部

社
会
保
育
学
科
准
教
授
　
藤
川
　
雅
人

Ｂ
分
科
会
報
告
『
就
労・日
中
活
動
』

障
が
い
者
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場

誰
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ

　
午
前
中
は
、
名
寄
市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
の

柴
野
武
志
さ
ん
か
ら
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
障

害
者
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
紹
介
や
名
寄
市
で
行

わ
れ
て
い
る
就
労
支
援
や
相
談
支
援
、
障
害
者
の
雇

用
率
な
ど
に
つ
い
て
、
映
像
を
交
え
て
具
体
的
な
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
途
中
に
ク
イ
ズ
を
交
え
る
な
ど

の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
て
、
参
加
者
が
主
体
的
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
の
報
告
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

　
北
海
道
美
深
高
等
養
護
学
校
の
石
山
知
数
さ
ん
か

ら
は
、
在
学
中
の
３
年
間
で
「
働
く
力
」「
生
活
す

る
力
」「
心
を
豊
か
に
す
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
、
校
内
の
学
習
や
職
場
実
習
で
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
か
ん
だ
フ
ァ
ー
ム
の

神
田
勇
一
郎
さ
ん
か
ら

は
、
実
際
に
障
害
者
を

雇
用
し
た
結
果
、
雇
用

す
る
前
に
持
っ
て
い
た

障
害
者
の
イ
メ
ー
ジ
が

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と

に
加
え
て
、
わ
か
り
や

す
い
指
示
を
す
る
こ
と

や
、
働
き
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
農
業
分
野
で
障
害
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者
が
働
く
可
能
性
が
広
が

っ
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
就
労
継
続
支
援
事
業
所

ハ
ー
ト
フ
ル
・
み
ら
い
の

吉
川
展
光
さ
ん
か
ら
は
、

利
用
者
の
状
況
と
活
動
内

容
、
事
業
所
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。「
は
た
ら
く
」

こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、

参
加
者
へ
の
問
題
提
起
も

あ
り
ま
し
た
。

　
北
海
道
は
ま
な
す
食
品
の
二
ノ
文
恵
二
さ
ん
か
ら

は
、
障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、
治

具
の
活
用
な
ど
社
内
の
各
部
門
で
行
わ
れ
て
い
る

様
々
な
工
夫
に
つ
い
て
、
写
真
を
使
っ
た
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。「
障
害
者
の
方
に
と
っ
て
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
は
、
パ
ー
ト
さ
ん
に
と
っ
て
も
働
き
や

す
い
環
境
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　
報
告
や
協
議
で
は
、
障
害
者
を
ひ
と
く
く
り
に
せ

ず
、
一
人
一
人
の
個
性
や
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
、

周
囲
の
人
間
が
理
解
し
て
支
援
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
、
障
害
者
が
持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
し
て
働
く

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
、そ
の
積
み
重
ね
は
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
つ
な
が
る
こ
と
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
名
寄
市
立
大
学
保
健
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
科
准
教
授
　
矢
口
　
　
明

Ｃ
分
科
会
報
告
『
暮
ら
す
』

地
域
で
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

本
人・家
族
に
寄
り
添
う
支
援
と
は

　
当
事
者
ひ
と
り
一
人
の
多
様
性
の
あ
る「
暮
ら
し
」

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
相
談
支
援
の
立
場
か
ら
、

旭
川
市
の
社
会
福
祉
法
人
、
あ
か
し
あ
労
働
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
あ
か
し
あ
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
」
施
設
長
、
植
田
香
美
さ
ん
に
『
豊
か
な
暮
ら
し

と
は
』
と
題
し
、
事
例
を
中
心
に
基
調
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｈ
に
我
が
子
を
送
り
出
す
母
の
思
い
、
様
々
な

環
境
の
変
化
に
敏
感
に
反
応
し
、
不
安
に
な
る
当
事

者
の
気
持
ち
、
つ
ま
り
、
当
事
者
・
家
族
の
立
場
に

立
っ
た
支
援
と
は
？
　
行
動
援
護
や
移
動
支
援
、
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、日
中
活
動
の
事
業
所
な
ど
、

支
援
を
組
み
立
て
な
が
ら
当
事
者
に
と
っ
て
ベ
ス
ト

な
計
画
づ
く
り
と
は
？
。
具
体
的
な
実
践
事
例
を
通

し
て
わ
か
り
易
く
報
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
来
大
事
に
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
、
当
事
者
や

家
族
に
『
寄
り
添
う
』
と

い
う
支
援
の
本
質
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
家
族
の
立
場

か
ら
、
苫
小
牧
市
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
の
松
明
孝
恵

さ
ん
。
転
居
に
よ
る
環
境

の
変
化
か
ら
始
ま
っ
た

ダ
ウ
ン
症
の
息
子
さ
ん

の
成
人
期
後
退
と
の
向

き
合
い
と
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
使
い
慣
れ
親

し
ん
だ
職
員
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
過
ご
す
様

子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
事
者
の
立
場
か
ら
は
、
佐
藤
し
づ
さ
ん
。
現
在

は
、
な
よ
ろ
陽
だ
ま
り
会
で
、
Ｇ
Ｈ
の
世
話
人
と
し

て
活
躍
す
る
佐
藤
さ
ん
。
11
年
間
、
陽
だ
ま
り
会
で

経
験
を
積
み
重
ね
た
こ
と
が
、
Ｇ
Ｈ
で
の
勤
務
に
繋

が
っ
た
話
、
仕
事
の
や
り
が
い
、
将
来
へ
の
思
い
に

つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
活
を
支
え
る
職
員
の
立
場
か
ら
、
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
ら
い
ふ
、
福
田
博
之
さ
ん
は
、
開
設
か

ら
１
年
が
経
過
し
た
Ｇ
Ｈ
の
運
営
の
苦
労
や
、
Ｇ
Ｈ

生
活
が
始
ま
っ
た
当
事
者
の
皆
さ
ん
の
様
子
な
ど
を

報
告
さ
れ
、
全
体
と
し
て
討
論
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
フ
ロ
ア
ー
か
ら
は
地
域
ご
と
の
実
情
の
違
い
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
、
提
供
内
容
の
違
い
、
特
に
地
域
で
過

ご
す
た
め
に
必
要
な
行
動
援
護
や
移
動
支
援
な
ど
、

生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
事
業
の
不
足
、
ま
た
、
相

談
支
援
員
と
の
密
な
関
わ
り
の
必
要
性
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
深
刻
な
人
手
不
足
の
中
で
も
、
地
域
で
障
が
い
を

持
つ
人
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に
、
さ

ら
に
運
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
　
　
　
登
別
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

事
務
局
長
　
山
田
　
大
樹



手をつなぐ育成会げっぽう10月号 4

Ｄ
分
科
会
報
告
『
高
　
齢
』

共
生
社
会
の
基
盤
づ
く
り

～
制
度・サ
ー
ビ
ス
の
課
題
を
越
え
て
～

　
午
前
の
基
調
報
告
で
は
、
旭
川
大
学
保
健
福
祉
学

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
科
教
授
林
芳
治
氏
か
ら

「
共
生
社
会
の
基
盤
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
や
海
外
の
障
害
者
福
祉
の
歴

史
的
変
遷
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
い
た
上

で
、
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル

（
個
人
・
当
事
者
・
家
族
な
ど
）
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
日
常
的
な
つ
な
が
り
や
、
新
し
い
社

会
関
係
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、
希
薄
に
な
っ
た
社
会

関
係
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
提
言
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
三
名
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
に
話
題
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。は
じ
め
に
、

旭
川
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
石
戸
谷

康
治
氏
よ
り
、「
旭
川
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
と
今
後
の
展
望
」
と
題
し
、
同
セ
ン
タ
ー

の
特
徴
や
広
域
運
営
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
成
年
後
見

制
度
が
抱
え
る
問
題
点
の
対
策
に
つ
い
て
、
事
例
も

踏
ま
え
、
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
社
会
福
祉
法

人
鷹
栖
共
生
会
ぴ
あ
ふ
る

岩
山
施
設
長
松
平
昇
三
氏

か
ら
「
高
齢
化
の
課
題
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
一
般

社
団
法
人
北
海
道
知
的
障

が
い
福
祉
協
会
が
実
施
し

た
調
査
結
果
や
、
施
設
と

行
政
機
関
と
の
や
り
と
り

の
実
際
な
ど
、
障
害
者
の

高
齢
化
に
伴
う
問
題
に
つ

い
て
、
発
表
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
名
寄
市
民
生

委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議

会
会
長
中
村
幸
尚
氏
よ

り
、
名
寄
市
に
お
け
る
民

生
委
員
児
童
委
員
の
概
況

と
活
動
の
実
際
に
つ
い

て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
ま
た
行
政

や
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、民
生
委
員
が
、

障
害
が
あ
る
方
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
は
た
ら
き

か
け
を
し
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、フ
ロ
ア
か
ら「
成
年
後
見
制
度
」

や
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

へ
の
移
行
」
の
問
題
・
課
題
な
ど
、
数
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
参
加
者
の
障
害
と
『
高
齢
』
に
関
す

る
関
心
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

　
　
　
旭
川
大
学
保
健
福
祉
学
部

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
福
祉
学
科

准
教
授
　
浦
田
　
泰
成

Ｅ
分
科
報
告
　『
育
成
会
活
動
』

今
こ
そ
世
代
を
超
え
て

共
に
手
を
つ
な
ぎ
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

　
分
科
会
、
午
前
の
部
は
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
連
合
会
久
保
厚
子
会
長
か
ら
の
基
調
報
告
が
あ

り
、
午
後
は
、
３
人
の
提
言
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
久
保
会
長
か
ら
は
、

育
成
会
が
誕
生
し
た
と

き
の
三
人
の
お
母
さ
ん

た
ち
の
思
い
と
、
結
成

さ
れ
た
時
の
理
念
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
育
成
会
の
現
状
は

「
会
員
が
高
齢
化
し
、若
い
会
員
が
入
っ
て
こ
な
い
」

「
役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
」「
研
修
会
等
を
し
て
も
、

出
て
く
る
人
は
い
つ
も
同
じ
人
」「
会
員
が
減
り
、

会
費
が
減
っ
て
活
動
が
限
ら
れ
る
」
な
ど
と
い
っ
た

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
。
し
か
し
、
育
成
会
の
理

念
は
「
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
（
我
が
子
）
の
幸
せ

を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
」で
あ
り
、そ
の
た
め
に
、

今
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
、
柔
軟
に
新
し
い
ア
イ
デ

ア
で
対
応
で
き
る
育
成
会
へ
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
各
地
の
実
践
を
参
考
に
し
、
自
分
た
ち

で
、
で
き
る
可
能
性
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、
改
め
て
、
世
代
を
超
え
て
、
と
も
に

手
を
つ
な
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

「
ま
ず
、こ
の
ま
ま
で
良
い
か
と
、気
づ
く
こ
と
」

「
気
づ
い
た
ら
、
立
ち
上
が
る
こ
と
」

「
そ
れ
に
共
感
し
た
ら
、
支
え
合
う
こ
と
」

「
そ
し
て
決
断
す
る
こ
と
」

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
、
札
幌
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
・
長
江
睦
子
会
長
か
ら
、
運
動
体
や
事
業

体
の
活
動
紹
介
、
啓
発
隊
「
チ
ー
ム
・
あ
い
」
の
誕

生
や
公
演
秘
話
。
つ
ぎ
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
絡
協
議
会
遠
藤
昭
男
事
務
局
長
か
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今
後
の
予
定

10
月
４
日　

�

全
国
サ
ポ
ー
ト
協
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会

議

10
月
31
日　

道
育
成
会
特
別
研
修
会
（
函
館
市
）

ら
、
美
幌
町
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
と
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
地
区
育
成
会
の
活

性
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
遠
軽
町
で
は
、
す

で
に
啓
発
隊
が
設
立
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　
全
道
で
新
た
に
誕
生

し
た
啓
発
隊
（
遠
軽
町

は
「
チ
ー
ム
か
た
つ
む

り
」、
室
蘭
市
は
「
ピ

リ
カ
・
ぴ
り
か
」）
の

方
々
か
ら
、
設
立
の
き

っ
か
け
や
、
活
動
の
様
子
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。「
ぜ
ひ
、
自
分
た
ち
も
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

一
度
、
公
演
を
お
願
い
す
る
。」
と
の
声
が
挙
が
る

一
方
、「
な
か
な
か
自
分
た
ち
で
は
、
こ
の
取
り
組

み
は
難
し
い
。
何
が
出
来
る
か
を
考
え
た
い
。」
と

い
っ
た
慎
重
な
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、名
寄
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
支
援
係
、

小
笠
原
史
郎
係
長
か
ら
「
共
生
社
会
へ
向
け
た
取
り

組
み
」
と
し
て
、名
寄
市
に
お
け
る
「
こ
こ
ほ
っ
と
」

の
取
り
組
み
や
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
障

が
い
者
と
一
般
の
人
と
の
交
流
活
動
か
ら
、
共
生
社

会
実
現
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　
最
後
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
流
を
行
い
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
全
道
各
地
の
育
成
会
の
現

状
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
分
科
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
旭
川
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
　
会
長
　
佐
藤
　
豊
信

北
海
道
選
手
団
参
加
！

茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
都
道
府
県

持
ち
回
り
で
国
体
終
了

後
に
国
体
の
開
催
県
で

行
わ
れ
る
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
全
国
的
な
祭

典
で
す
。
大
会
は
３
日

間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
個
人
６
競
技
、
団

体
７
競
技
の
13
競
技
と

オ
ー
プ
ン
競
技
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　「
第
19
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
茨
城

大
会
」
は
、
10
月
12
日
か
ら
三
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
約
３
，
５
０
０
人
、
北
海
道
選
手

団
１
０
６
名
が
、
ひ
た
ち
な
か
市
に
あ
る
笠
松
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
県
内
の
各
会

場
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
個
人
競
技
に
は
67
名
の
選
手
が
出
場
。
知
的
障
が

い
の
選
手
32
名
は
、
陸
上
競
技
、
水
泳
、
卓
球
、
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
各
競
技
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
茨
城
大
会
に
出
場
す
る
選
手
は
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
各
競
技
の
全
道
大
会
に
出
場
し
た
選
手
の
中
か
ら

選
考
さ
れ
て
お
り
、
５
月
に
実
施
し
た
強
化
合
宿
を

経
て
、
全
国
大
会
の
大
舞
台
に
臨
み
ま
す
。

＊�

今
年
、全
道
大
会
名
寄
大
会
で
は「
思
い
出
観
光
」

の
メ
ニ
ュ
ー
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
で

あ
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
競
技
の
体
験
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
参
加
者
に
は
大
変
好
評
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
こ
う
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
の
世
界

か
ら
も
一
歩
一
歩
、
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

た
い
も
の
で
す
。

　�

　

「
道
史
編
さ
ん
委
員
」来
所

「
道
史
編
さ
ん
委
員
」
来
所

　
北
海
道
で
は
、
１
５
０
年
の
節
目
に
当
た
る
平
成

30
年
度
か
ら
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
現
代
史
を
中

心
と
す
る
新
た
な
道
史
の
編
さ
ん
に
着
手
し
て
い
ま

す
。
８
月
22
日
、
担
当
す
る
靏
原
主
査
と
、
編
さ
ん

委
員
の
元
札
幌
学
院
大
学
牧
野
教
授
が「
育
成
会（
親

の
会
）
が
戦
後
北
海
道
の

障
が
い
児
教
育
に
果
た
し

た
役
割
」
に
つ
い
て
調
査

を
目
的
に
来
所
さ
れ
ま
し

た
。
道
育
成
会
の
先
人
た

ち
が
、
多
く
の
親
、
支
援

者
と
共
に
つ
く
り
あ
げ
て

き
た
分
野
で
す
。
周
年
記

念
誌
、
げ
っ
ぽ
う
（
第
１

号
～
）
等
の
資
料
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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